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２
日
定
側
市
議
会
は
２３
日
界

ら

２
月
“
日

（
日

）
議
会
運
営
番
員
含
が
錦
が
薇

、
２
月
定

細
市
議
会
の
日
程
家
が
２
面
の
こ
六

り
葉
去

り
ま

し
た

′
ａ

本
糞
磨
案

議
回
は
　
６
人
全
曇
げ
肩
泉
・
一
繊
官
間
を
し

ま
す
。
私
，
ひ
あ
ぢ
は
だ
正
予
算
め
管
瞼壁
も
行
い
ま
ｔ

Ｈ
継
再
０
日
補
正
で
笙聴
升
策

議
会
運
営
春
曇
合
経
マ
後
、

議
案
が
馨
つ
水
、
年
後
、
金
属

協
議
会
伊
露

，
索
市
長
か
ら
Ｌ

年
度
予
算
こ
主
学
募
挙
篠
概
肇

①
認
鴫
含
蔦
子
餐
不
）
が
ひ
り

ま

し
た

。

屍
花
（
長
は
暉
構
円
ｔ
ｏ
Ｂ

補
正
予
算
と
当
わ
予
算
ｔ
群
せ

て
新
規
事
業
の
一
部
ｔ
当
わ
か

ら
」的
倒
じ
し
た
１３
が
用
予
算
ｔ

編
成

し
、
切
れ
目
０
毎
電
Ｔ筆

和
婿
ｔ
婿
う
と
説
崚
。

回
の
お
正
ｉ
早
は
、
①
よ
ち

‘
ひ
て
・し
ゴ
じ
創
生
闇
嬌
て

し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

消
絆
に
４
薦
３
５
０
０
万
円
、

費
ぢ
熱
合
戦
睛
９
味
懐
、
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
助
訴
ｔ
創
業
攻
裸
・

購
路
開
拓
ご
砂
窪
議
下
ケ
多

箸

第
に
／
４
８
９
ο
４
万
円
、

０
内
閣
府
ｒ
典
域
早
生
戦
壁
父

付
″貧
闊
４
こ
し
て
、
地
域
鼻
Ｌ

計
画
に
感
量
２
六
呼
え
に２
ｏ

９
２
写
甲

○
そ
の
礎
と
し
て

す
劇
・
下
水
蓋
毎
で
公
贅
塁
警
＾

の
前
倒
し
呼
ん
下
９
‘
ο
弓

円
。
計
口
縫
２
４
ｑ
万
円
て
縁

っ
て
い
去
す
。

プ
レ
ミ
ア
ヘ
心
品
碁
は
／
舟

ノ
亨
２
千
円
の
議
品
本
を
／
万

円
Ｒ
由
万
セ
ッ
ト
賄
為
す
３
ヒ

い
い
ま
す
。
■
軍
雲
３
た
り
ぢ

万
円
ま
で
、
子
杏
そ
世
吾
中
は
最

た
９
万
鯛
ま
で
蛭
暑
訂
能
れ
て

レ、
う
（」こ
で
す
。
和
銅
貫
龍
靭

閣
が
可
日
中
噛
か
ら
Ｈ
月
下
籠

、
　
Ｌ

ら

０

ぃ
ん
な
謙
摯

隻

た

仏
″

憂
ド
く
ヽ
一一０
ゎ
れ

得
‥ナ』ユ
比
一
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地
ち
消
等
勢
憂
可。学
習
錆
公

′”
年
か
ら
国
繹
料
端
納
に
よ
３

警
岬
ん
に
つ
い
て
祐
手
各
糞
士

と
ヽヽノザ
詈
凄
ｔ
持
ち
饉
條
玄
Ｑ
垂

鷺
写
む
癬
滋
的
ｆ
雪
び
、
宴
年

む
白
治
体
て
審
部
を
菫
筆

け

輩
繹
昨
ｏ
法
押
ん
な
さ
じ
行
い

よ
う
いにな
っ
た
て
い
つ
誌
。

令
租
会
で
は
地
方
滅
回
収
構

・．溝
ひ
颯
籠
堪
で
ｔ
交
繁
。
各
地

の
司
才
著
士
、
轟
夕
の
誌
で
、

費
な
親
回
求
権
霧
は
、
も
つ
陸

止
す
バ
を
と
強
く
β
い
ま
し
た
。

コ
ム

日
本
共
産

生
曲
昴
０
な
綾
箱
緯

２
月

‐６
日

の
農
燒

本
会
議

で
々
格
首
相
は
、
中
東
・
ホ

ル
ム

で
寿
罐

で
の
妙
争
丞
生

に
ょ
５
石
塾
准

綸
の
変
紀
に

つ
レー
て

、
民
主
党

の
囲
圏
肩

表

へ
の
答

今
て
、
「
日
本

が

ご
力
致
馨
瑳
受
り
な
場
合
と
同

維
な
球
刻
、奎
大
な
な
里・が
瑕

ぶ
こ
と
が
明
ら
が
な
ギ
翠
に
当

た
り
得
５
」
と
富
ん

黛ヽ
団
的

自
群
縫
行
罐
塔
調
に
向
け
た
中

全
繹
暉
式
角
の
書
備
に
ょ
っ
て

色
傷
薩
渉
実
ｔ
可
能
慮
す
べ
き

な
ヒ
∩
考
え
な
設
め
て
ふ
し
ま

し
た
。
首
相
は
、
日
本
が
輸
入

す
３
属
議
の
紳
８
割
が
目
義
峠

茎
聾
適
し
て
い
る
こ
ｆ
檸
で
ｔ

ふ
げ
、
輸
送
聡
輝
て
「
日
本

に
葬
勿
存
エ
ネ
ル
ギ
～
簿
纏

ず
ヽ
生
し
た
３
」
と
強
課
。

日
本
へ
∩
琶
岬
番
鳳
性
と

て
も
、
経
華
へ
の
縄
姜
住
口

実
に
も
井
薫
去
で
き
Б
よ
う

に
す
べ
き
て
主
張
。

■目
櫓
崎
各
は
、
墓
曲
的
包

ホ衛
権
特
練
に
地
理
的
毎
細
一約

ｔ
れ凛
け
る
た
魚
洛
ピ
そ

な
改
ひ
て
示
す
ｔ
の
で
す
。
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ぜ ゝ か こしくセ
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ま tr

一
　

¨
鷲
燿

２
月
定
倒
市
議
会
日
程
自

纂

喀
（水
）

“
合
こ

‐３
貧
じ

‐２
（バ
）

Ｈ

↑
不
）

Ю
（丈
）

９
（月
）

６

零
じ

５
（本
）

４
（本
）

３

含
じ

３
２

曾
じ

”

公
笠
）

ら

金
↓

解

ハ＊
）

２
・メ
？
じ

Ｈ
∩
（曜
）

本

会

議

特
胸
琴
員
含

ク

常
任
秀
員
会

ク

本

会

議

常
任
奪
興
公

本

会

議

会

議

季
彙
長
報
告
、
計
論
・
株
式

環
境
繰
金
封
範
特
別
番
。９
舎

地
震
撃
贅
曽
対
策
峙
剛
参
う
会

一
織
管
間
、
噴
羅
Ｉ
菖
饗倉
付
れ

一
般
管
問
　
　
〔
請
麟
受
理
難
服
〕

村
表
雪
問

〓雷
屡
経
薩
３
、
討
論
、
採
求

轟
東
艶
哺
（
当
初
分
）

賃
疑
、
季
興
奮
付
鵠

轟
γ
繁
明
（
澪
Ｉ
分
）

本
会
議
は
市
議
会
哺
だ
「
嘲
翻

市
議
会
本
会
議
は
ホ
発
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ン
ヽ
生
中
継
（生

中
継
密
は
　
５
菅
業
日
以
降
に

録
自
枚
鉄
）
ｔ
し
て
学
予
今
．

日
本
袂
程
党
の
だ
峯
撃
閥
は
，

絵

痺
み
ち
卜
轟
員
が
２
岬
午
後

の
２
番

め
寝
宝
咽
。
お
表
管

問

は
制
年
通
ユ

ア
レ
ビ

和
歌

Щ
、

胸
酵

山
紋
送

一フ

４ヽ
４
て
デ
イ
ン

ェ
ス
ト
障
と
枚
さ

い
ま
す

。


